
令和７年度 第２回酒田市文化芸術推進審議会 

        ◆日時：令和８年２月２４日（火）午後２時 

   ◆会場：酒田市総合文化センター４１２号室 

 

１ 開 会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 審議会会長あいさつ 

 

４ 報告事項 

（１）令和７年度アンケート結果について 

 

（２）酒田市中学校部活動の地域移行について 

 

５ 協議事項（意見交換） 

（１）令和７年度答申内容について 

 

（２）答申に対する令和８年度事業案（社会包摂関連）について 

 

 

６ その他 

 

７ 閉 会 

 



令和７年６月１日現在（敬称略）
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小野寺　裕美 ３号委員（学校教育関係者）
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加藤　聡 ４号委員（事業者を代表する者）

齋藤　健太郎 ５号委員（市内に住所を有する者）
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アンケートに関する対応について 

 

第 1回酒田市文化芸術推進審議会資料より 

 

 

 

 

課題１ 設問に対する回答の見直し 

●「文化資源に誇りを持っていますか」の設問についての変更点 

▶令和4年度以前 

問 16 酒田市にある文化資源について誇りをもっていますか。 

※文化資源とは、酒田市美術館、希望ホール、本間美術館、土門拳記念館などの文化施設や文

学、音楽、舞踏、伝統芸能をはじめとする文化芸術活動に関係するもの。 

  

１ 誇りをもっている   ２ 誇りをもっていない  ３ 文化資源を知らない 

 

・目標値…79%に対して、R4の現状値…48.1%と伸び悩んでいた。 

全体の内 20.6%が、「文化資源を知らない」と回答したため、質問の仕方に問題があるとみて

設問の見直しを実施。 

 

H29年度
(計画策定時)

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R9年度

⑴ 文化芸術活動※
1
のしやすいまちだと

答える市民の割合

【計画Ｐ13　課題（1）関連】

⑵ 文化芸術活動に参加した市民の割合

【計画Ｐ13　課題（1）関連】

⑶ 文化芸術活動の満足度

【計画Ｐ16　課題（1）関連】

⑷ 文化芸術活動を鑑賞した市民の割合

【計画Ｐ13　課題（2）関連】

⑸ 子どもたちの文化芸術にふれる機会に
対する満足度

【計画Ｐ17~19　課題(3)(6)関連】

⑹ 文化資源※
2
について誇りをもってい

る市民の割合

【計画Ｐ19　課題（4）関連】

⑺ 多様な分野との連携事業数

【計画Ｐ19　課題（5）関連】

⑻ 文化施設※
3
に行ったことのある市民

の割合
81.7% 62.2% 58.3% 67.1% 66.3% 91.1% 89.2% 90.0%

【計画Ｐ19　課題（4）関連】 市内6施設平均 市内4施設平均 市内4施設平均 市内4施設平均 市内5施設平均 市内5施設平均 市内5施設平均

【注釈※】

※1.文化芸術活動とは、希望ホールでのコンサート、美術館での鑑賞、文化芸術に関する講演会・ワークショップ、映画鑑賞、伝統芸能等に参加して活動すること。

※2.文化資源とは、文化施設（希望ホールなど）、文化財（山居倉庫など）、伝統芸能、酒田市出身の芸術家、自然景観、歴史的景観、酒田の食文化（Ｒ5変更）

※
3
.文化施設とは、市内4施設（土門拳記念館、酒田市美術館、本間美術館、酒田市民会館）、5施設（総合文化センター）、6施設（公民館）

注）計画策定時(平成29年度)の数値については、「酒田市芸術文化振興計画(仮称)策定に伴うアンケート」(平成29年7月実施)の結果に基づくものであり、令和元年度以降の数値について
は、各年度に実施した市民アンケートの結果に基づくもの。

79.0%

教育関係1
観光関係1
商工関係1

福祉関係2
観光関係1

福祉関係1
教育関係1
観光関係1

福祉関係1
教育関係3
観光関係1

福祉関係1
観光関係2
教育関係1

福祉関係1
教育関係2

福祉関係1
教育関係5
商工関係1

多分野との連携
10事業

36.4% 37.0%

２　都市文化政策
（まちづくり）
誇りをもてる
酒田らしさの創造

66.3% 58.4% 53.1% 53.7% 48.1% 93.9% 95.8%

41.0% 60.7% 64.0% 43.0%

31.2% 29.3% 20.7% 20.2% 18.2% 30.1%

33.0%

42.1% 36.2% 25.2% 28.8% 21.8% 28.2% 31.1% 50.0%

37.3% 32.7% 60.0%

27.7% 29.3% 16.2% 26.9% 26.9% 41.2% 31.1%

１　市民文化政策
（ひとづくり）
自由で多様性を認め
る心豊かな市民生活
の実現

50.3% 50.9% 35.0% 36.7% 34.0%

36.4% 43.8% 28.8% 30.8%

酒田市文化芸術推進計画　評価指標の現状

基本目標
評価指標
(計画P32)

実　績 目標値

資料２

コロナ禍に伴う外出制限等

② WEBアンケート

① 無作為抽出郵送アンケート（H29年度2,000件、H30年度以降1,000件） ③ 紙     

R3・4年度＝①②：1,000部郵送の上でWEB回答可。

R5年度＝②：WEBアンケートのみ実施。

R6年度＝②③高齢者配慮の側面から紙面回答での回収も追

加。

❖R5年度以降のアンケート結果に

ついて

①配布回収先の偏り
・無作為抽出郵送アンケートを止めた

R5年度から、文化芸術活動に参加、鑑

賞、文化施設に行ったことがある等の

指標数値が特に上がっている。

・WEBアンケートは、市広報、市公式

LINEほか、公共施設内に配置した二次

元バーコードを読み込んで答える方法

だったため、文化施設や社会教育施設

に常々来館、活動している市民が多く

回答していることが推測される。

②年齢層の偏り
・R6年度の回答で、世代別で50代・60

代の回答者数が46.3％を占めている。

若年層や高齢者の回答数が少なく、社

会包摂を考えるための調査としては不

十分と言える。

・母集団を年代等の属性別に層に分け、

各層から決められた割合で無作為抽出

を行う「層化抽出法」等の方法による

ことで、各世代がアンケート対象に均

等または実際の人口構成比に応じて反

映される。こうした調査方法と設問設

定について再検討する必要がある。

資料２－１ 2026.02.24　酒田市企画部文化政策課作成



▶令和5～6年度 

問９ 酒田市の文化資源についてお尋ねします。誇りを持っている文化資源は何ですか。（あて

はまるものすべてに〇） 
① 文化施設(希望ホール、土門拳記念館、酒田市美術館、本間美術館、総合文化センター) 

② 「①」以外の文化施設(文化資料館光丘文庫、松山文化伝承館、シアターOZ など)  

③ 文化財（城輪柵跡、旧鐙屋、山居倉庫など） ④ 黒森歌舞伎や地域に伝わる伝統芸能  

⑤ 酒田市出身の芸術家や音楽家、作家など ⑥ 鳥海山や最上川などの自然的景観  

⑦ 日和山などの歴史的景観  ⑧ 酒田の食文化  

⑨ その他（                                  ）   

⑩ 誇りを持っていない 

 

・文化資源とは何を指すのかが一目でわかるように回答方法を変えてしまった結果、現状値が目

標値を大幅に上回ってしまった。 

 

▶令和7年度（修正） 

問９ 酒田市の文化資源に誇りを持っていますか。（あてはまるもの 1つに〇） 
※文化資源とは、酒田の文化施設、城輪柵跡・旧鐙屋・山居倉庫などの文化財、 

黒森歌舞伎や松山能などの地域に伝わる伝統芸能、酒田市出身の芸術家・音楽家・作家、 

鳥海山や最上川などの自然的景観、日和山などの歴史的景観、酒田の食文化などを指します。  

 

１ 誇りを持っている   ２ 誇りを持っていない   ３ 文化資源を知らない 

 

 

課題２ 配布回収先の偏り  

 偏りが発生しないように配慮し、下記にアンケート回収箱を設置した。  

 

下記URLから回答または市役所１階、各総合支所、希望ホール、総合文化センター、ミライ

ニ、各コミュニティセンターに設置してあるアンケート用紙に記入し回収箱へ 

https://city-sakata.form.kintoneapp.com/public/r7-bunkageizyutukatudo 

課題３ 年齢層の偏り  

大学や高校にもポスターを送付し、回答への協力依頼を行った。 

 

※今年度は、抜本的な見直しは出来なかったため、来年度は審議会委員の皆様よりご

意見を伺いたい。 

 



R8.2.24 酒田市企画部文化政策課作成 

令和７年度 市民アンケート結果 
●調査期間 ： 令和８年１月１日(木・祝)～１月２０日(火)    ●調査項目 ： 本市における文化芸術活動に関する設問 

●調査方法 ： 市公式 LINE・X、市広報誌、各施設へのチラシ設置等で周知 

●回答方法 ： ＷＥＢ入力による回答／アンケート用紙による回答（設置場所：市役所１階、各総合支所、希望ホール、総合文化センター、ミライニ、各コミセン） 

●回答者数 ： ４４４人…WEB：３５４人、用紙：９０人  （参考：Ｒ６ ５９４人…WEB：５４２人、用紙：５２人） 

 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90歳以上 無回答 合計 

R7 21(4.7%) 27(6.1%) 42(9.5%) 70(15.8%) 86(19.4%) 111(25.0%) 80(18.0%) 6(1.4%) 0(0.0%) 1(0.2%) 444(100.0%) 

R6 13（2.2%） 46（7.7%） 71(12.0%) 126(21.2%) 130(21.9%) 145(24.4%) 58(9.8%) 5(0.8%) 0(0.0%) 0(0.0%) 594(100.0%) 

 
酒田市文化芸術推進計画の評価指標に対する現状値及び目標値（市民アンケート結果） 

基本目標 評 価 指 標 
現 状 値 

目標値 
Ｈ29 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 R6 R7 

市民文化政策

(ひとづくり) 
自由で多様性を

認める心豊かな

市民生活の実現 

文化芸術活動のしやすいまちだと答える市民の割合 50.3% 50.9% 35.0% 36.7% 34.0% 37.3% 32.7% 45.0% 60% 

文化芸術活動に参加した市民の割合 27.7% 29.3% 16.2% 26.9% 26.9% 41.2% 31.1% 38.3% 33% 

文化芸術活動の満足度 42.1% 36.2% 25.2% 28.8% 21.8% 28.2% 31.1% 37.6% 50% 

文化芸術活動を鑑賞した市民の割合 36.4% 43.8% 28.8% 30.8% 41.0% 60.7% 64.0% 64.2% 43% 

子どもたちの文化芸術に触れる機会に対する満足度 31.2% 29.3% 20.7% 20.2% 18.2% 30.1% 36.4% 36.7% 37% 

都市文化政策 

(まちづくり) 
誇りのもてる 

酒田らしさの創

造 

文化資源について誇りを持っている市民の割合 66.3% 58.4% 53.1% 53.7% 48.1% 93.9% 95.8% 61.5% 79% 

文化施設（※1）に一度でも行ったことのある市民の割合（◆も含む） 
81.7% 56.1% 58.3% 67.1% 66.3% 91.1% 89.2% 89.5% 90% 

◆この１年間で文化施設（※1）に行ったことのある市民の割合 42.1%  
※1 文化施設とは土門拳写真美術館、酒田市美術館、本間美術館、希望ホール、総合文化センター（文セは、H29 及び R４以降対象）を指し、 

これまでに一度でも各施設を訪れたことのある市民の割合（５施設の平均）を求めたもの。 
〇Ｈ30 年度はアンケートの実施なし。 
〇現状値について ▶Ｈ２９～Ｒ４：無作為抽出（人口構成比に比例）した市民 1,000 名（H29 は 2,000 名）にアンケートを送付（2 月）し、郵送及びオンライン（R3-R4）で回答 
  ▶Ｒ５：オンラインでのみ回答  ▶Ｒ６～Ｒ７：オンライン及び回答用紙にて回答（回収率：H29＝27.8%、R1＝40.9%、R2＝42.0%、R3＝44.1%、R4＝41.2%、R5～R７＝回収率無） 
 

回答の分析 
 

 

 

 

 

 

 

 

①設置場所の追加 

オンラインでの回答が難しい方からの回答を

増やすことを目的に、コミュニティセンター

及びミライニに用紙を設置。 

その結果 60～80代の割合が増加したと考えら

れる。 

②文化芸術活動のしやすさ 

回答者数は減少したものの、“文化・芸術団 

体への個別依頼の取りやめ”“文化施設以外 

へのアンケートの設置”などの見直しを行っ 

たことで、普段積極的に文化芸術活動を行っ

ていない方からの回答も得ることができ、全

体的に数値が上昇している。 

 

③文化資源への誇り 

R5～R6 は「文化資源」の具体例として、山居倉庫等

の他、鳥海山等の自然的景観も列挙・選択できるよ

うにしたことで、変更以前（R4）に比べて数値に大

幅な変動が出たことから設問の見直しを実施。今回

の数値は大幅に低下したものの、R4 と比較すると他

の設問同様、上昇している。 

資料２-２ 



令和７年度「文化芸術活動に関するアンケート調査」（結果） 

▶アンケートの目的                                           

 酒田市文化芸術推進計画の策定からおおよそ７年が経過した。計画を掲げた施策について現時点での進

捗状況を把握し、評価指数や数値目標に照らしながら検討・評価を行い、今後の施策展開へ繋げるために実

施。 

 

▶調査要領                                         

⑴ 調査実施期間：令和８年１月１日(木・祝)～１月２０日(火) 

⑵ 調査方法：WEB 回答（市広報誌や市公式ＳＮＳ、チラシ等でお知らせ） 

         用紙での回答（市役所１階、各総合支所、各コミュニティセンター、希望ホール、文化センター、 

ミライニ、に用紙を設置） 

⑶ 回答数： ４４４件（ＷＥＢ回答：３５４件、用紙回答：９０件） 

 

▶調査結果                                          

１． あなた自身のことについて                                                 

問１ 回答者の年代 （Ｎ＝４４４）                   

       

 

問２ １８歳以下の子どもはいるか（Ｎ＝444）        ▶18歳以下の子どもの年代 （複数選択） 

     

10代以下

4.7%

20代

6.1%
30代

9.5%

40代

15.8%

50代

19.4%

60代

25.0%

70代

18.0%

80代

1.4%

無回答

0.2%

年代

10代以下 21 4.7%

20代 27 6.1%

30代 42 9.5%

40代 70 15.8%

50代 86 19.4%

60代 111 25.0%

70代 80 18.0%

80代 6 1.4%

90歳以上 0 0.0%

無回答 1 0.2%

合計

人数（単位：人）

444

1 いる

20.0%

2 いない

79.1%

無回答

0.9%

31.9%

41.7%

35.0%

28.2%

6.7%

1.8%

0 10 20 30 40

①未就学児

②小学生

③中学生

④高校生

⑤その他

無回答

資料２－３ 



２．文化芸術活動について                                                    

問３ 酒田市は文化芸術活動をしやすいまちだと思いますか。（Ｎ＝４４４） 

・無回答４人を除く４４０人が回答。 

・「そう思う・ある程度そう思う」と回答した方が２００人（45.1%）、「どちらともいえない」と回答した方が 

１３２人（29.7%）、「あまりそう思わない・まったくそう思わない」と回答した方が１０８人（24.3%）となっ

ている。 

  

 

問４ 文化芸術活動に参加しやすいまちにするために、大切だと思うことは何ですか。（３つ以内選択） 

 ・無回答３人を除く 441 人が回答。 

 ・最も多い回答が「①市民の鑑賞、参加及び創造の機会の充実」２７８人（62.6%）、次いで「➁子ども及び 

若者の文化芸術活動の充実」１８１人（40.8%）となっている。 

 

 

問５ この 1年間で文化芸術活動を行いましたか。（複数選択可）  

・無回答３人を除く４４１人が回答。総合して全体の７割以上が、文化芸術活動への参加や鑑賞をしている。 

・「①文化芸術活動に参加した」と回答した方が１７０人（38.3%）、「②文化芸術を鑑賞した」と回答した方

が２８５人（64.2％）、「③文化芸術活動を行っていない」と回答した方が８７人（19.6%）となっている。 

・また、回答した方のうち参加と鑑賞の両方を選択した方は１０１人（22.7%）となっている。 

      

1 そう思う

13.1%

2 ある程

度そう思う

32.0%

3 どちらと

もいえない

29.7%

4 あまり

そう思わな

い

19.8%

5 まったくそ

う思わない

4.5%

無回答

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

年代
10代
以下

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 不明 総計

1　そう思う 4 6 3 7 14 11 11 2 ー 58

2　ある程度そ
う思う 11 8 16 18 26 31 29 3 ー 142

3　どちらとも
いえない 5 7 14 24 24 36 20 1 1 132

4　あまりそう
思わない 1 6 6 19 17 26 13 ー ー 88

5　まったくそう
思わない ー ー 2 2 5 7 4 ー ー 20

無回答 ー ー 1 ー ー ー 3 ー ー 4

総計 21 27 42 70 86 111 80 6 1 444

62.6%

40.8%

12.4%

25.5%

14.4%

23.2%

39.6%

33.6%

0.7%

0 100 200 300

①市民の鑑賞、参加及び創造の機会の充実

②子ども及び若者の文化芸術活動の充実

③高齢者、障がい者等の文化芸術活動の充実

④人材の育成等の充実

⑤文化芸術による国内外交流の推進

⑥文化財等の地域資源の活用

⑦文化施設の充実と活用

⑧情報の収集及び発信

無回答

38.3%

64.2%

19.6%

0.7%

0 150 300

➀文化芸術活動に

参加した

②文化芸術を鑑

賞した

➂文化芸術活動を

行っていない

無回答

年代
10代
以下

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 不明 総計

①文化芸術活
動に参加した 3 4 10 7 12 17 15 1 ー 69

②文化芸術を
鑑賞した 1 15 19 32 50 41 23 2 1 184

①参加と②鑑
賞の両方を

行った
8 3 7 15 10 28 27 3 ー 101

③文化芸術活
動を行ってい

ない
9 4 6 16 14 24 14 ー ー 87

無回答 ー 1 ー ー ー 1 1 ー ー 3

総計 21 27 42 70 86 111 80 6 1 444

R8.2.24 文化政策課作成 



▶「①文化芸術活動に参加した」及び「②文化芸術を鑑賞した」と回答した方…どこで文化芸術活動を行い

ましたか。（複数選択可）  

  ・「①文化芸術活動に参加した」及び「②文化芸術を鑑賞した」と回答した方のうち、無回答１０人を除く 

３４４人が回答。 

  ・最も多い回答が「①希望ホール」１７５人（49.4％）、次いで「③酒田市美術館」１５９人（44.9％）となっ

ている。 

 

▶ 「③文化芸術活動を行っていない」と回答した方…文化芸術活動をしていない理由は何ですか。 

（複数選択可）  

  ・「③文化芸術活動を行っていない」と回答した方のうち、無回答 5 人を除く８３人が回答 

  ・最も多い回答が「③きっかけがないから」３６人（41.4％）、次いで「⑤仕事や家事が忙しいから」 

２７人（31.0%）となっている。 

 

 

問６ 酒田市の文化芸術活動の現状に満足していますか。（Ｎ＝４４４） 

 ・無回答２人を除く４４２人が回答「満足している・ほぼ満足している」と回答した方が１６７人（37.6％）、

「やや不満である・不満である」と回答した方が２０５人（46.2％）、「わからない」と回答した方が７０人

（15.8％） 

 ・不満と感じている理由については、「希望する企画が少ない」「情報発信や周知が弱い」「施設の利用しづ

らさ」「行政の方針・支援への不満」などが挙げられた。 

      

49.4%
16.9%

44.9%
16.1%

32.5%
22.9%
22.9%

4.0%
27.4%

23.2%
30.2%

7.6%
6.2%

2.8%

0 50 100 150 200

①希望ホール
②土門拳記念館
③酒田市美術館

④本間美術館
⑤総合文化センター

⑥「①～⑤」以外の市内公共施設
➆市内学校や地域の施設

⑧自宅や通勤・通学の移動途中
⑨市外の美術館やギャラリー、博物館など

⑩市外のホールや劇場など
⑪市外の映画館

⑫「⑨～⑩」以外の市外公共施設
⑬その他

無回答

19.5%
6.9%

41.4%
14.9%

31.0%
25.3%

24.1%
5.7%

17.2%
2.3%

5.7%

0 5 10 15 20 25 30 35 40

①費用がかかるから
②身近なところに施設がないから

➂きっかけがないから
④めんどうだから

⑤仕事や家事が忙しいから
⑥自分が希望する文化芸術活動がないから
➆必要な情報がなかなか入手できないから

➇身近にある施設が使いにくいから
⑨文化芸術活動に興味がないから

⑩その他
無回答

1 満足している

10.6%

2 ほぼ満

足している

27.0%

3 やや不

満である

30.4%

4 不満である

15.8%

5 わからない

15.8%

無回答

0.5%

0% 50% 100%

1

年代
10代
以下

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 不明 総計

1　満足している 7 6 4 9 11 7 2 1 ー 47

2　ほぼ満足
している 7 6 13 20 20 24 26 4 ー 120

3　やや不満
である 1 8 14 16 31 38 25 1 1 135

4　不満 である ー 1 4 14 14 25 12 ー ー 70

5　わからない 6 6 7 11 10 16 14 ー ー 70

無回答 ー ー ー ー ー 1 1 ー ー 2

総計 21 27 42 70 86 111 80 6 1 444



問７ どのような事業（文化芸術活動）をご希望ですか。（複数選択可）  

 ・無回答８人を除く４３６人が回答。 

 ・最も多い回答は、１０代以下が「⑧映画鑑賞」、２０代が「③演歌やポップスのコンサート」、３０代・４０代が

「⑨美術鑑賞」、５０代が「①ミュージカル等の演劇」、６０代・７０代・８０代が「②クラシックやジャスのコンサ

ート」となっている。 

 

 

 

問８ 酒田市において、子どもたちが文化芸術に触れる機会の提供に満足していますか（学校等での活動も 

含む）。（Ｎ＝４４４）  

・無回答 6 人を除く４３８人が回答。 

・「満足している・ほぼ満足している」と回答した方が１６３人（36.7％）、「やや不満である・不満である」と 

回答した方が１０１人（22.7％）、「わからない」と回答した方が１７４人（39.2％） 

・不満に感じている理由については、「体験や鑑賞の機会が少ない」「本物（プロ）に触れる機会が少ない」

「情報不足」「家庭や地域での体験格差」などが挙げられた。 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

36.7%
36.9%
37.6%

23.0%
12.2%

20.5%
23.0%

30.4%
35.6%

18.9%
18.7%

19.8%
22.1%

7.0%
1.8%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

①ミュージカル等の演劇
②クラシックやジャズのコンサート

③演歌やポップスのコンサート
④寄席や漫才

⑤日本の伝統音楽
⑥茶道、華道、書道、食文化などの生活文化

⑦歌舞伎や能などの伝統芸能
⑧映画鑑賞
⑨美術鑑賞

⑩歴史や伝統についての講演会
⑪文化財や史跡の見学

⑫子ども向けの事業
⑬ワークショップなどの参加型事業

⑭その他
無回答

1 満足している

14.6%

2 ほぼ満

足している

22.1%

3 やや不満である

16.7%
4 不満である

6.1%

5 わからない

39.2%

無回答

1.4%

0% 50% 100%

14

51

0

25

72

1

24

50

0

12

14

1

14

158

2

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 いる

2 いない

不明

18歳以下のお子さんがいる方といない方での

満足度の違い

1 満足している 2 ほぼ満足している

3 やや不満である 4 不満である

5 わからない 無回答



３．文化資源について                                                  

問９ 酒田市の文化資源に誇りを持っていますか。(Ｎ＝４４４)   

・無回答７人を除く４３７人が回答。 

・「誇りを持っている」と回答した方が２７３人（61.5％）、「誇りを持っていない」と回答した方が 

３１人（7.0％）、「どちらともいえない」と回答した方が１３３人（30.0％） 

   

 

４．文化施設（5 施設）について                                              

問１０～問１１ 文化施設（５施設）に訪れたことがありますか。（Ｎ＝４４４） 

 ・「この一年間で行ったことがある」施設としては、希望ホールが最も多く２６６人（59.9％）となっている。 

 ・「以前行ったことがある」施設としては、土門拳記念館が最も多く２９３人（66.0％）となっている。 

 ・「一度も行ったことがない」施設としては、本間美術館が最も多く８４人（18.9％）となっている。

 

 

▶各設問で「３ 一度も行ったことがない」と回答した方・・・一度も訪れたことがない理由は何ですか。（複 

数回答可）  

 ・「③きっかけがないから」という理由が、５施設に共通して最も多い回答となっている。 

▼希望ホール：無回答２人を除く２６人が回答      ▼土門拳記念館：無回答２人を除く４４人が回答 

    

1 誇りを

持っている

61.5%

2 誇りを持っていない

7.0%

3 どちらと

もいえない

30.0%

無回答

1.6%

13 18 22 42 49 68 56 5

4 4
4

7
2

7
3

4 5
15 20 35 34 18 1

1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

年代別の比較

1 誇りを持っている 2 誇りを持っていない 3 どちらともいえない

266

101

212

102

253

144

293

189

254

174

28

46

39

84

13

6

4

4

4

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望ホール

土門間写真美術館

酒田市美術館

本間美術館

総合文化センター

1 この1年間で行ったことがある 2 以前に行ったことがある（1年以上前） 3 一度も行ったことがない 無回答

3.6%
3.6%

35.7%
3.6%

10.7%
32.1%

14.3%
10.7%

7.1%
7.1%

0 5 10 15

①費用がかかるから
②距離があるから

③きっかけがないから
④めんどうだから

⑤忙しいから
⑥希望の公演がないから

⑦情報が入らないから
⑧興味がないから

⑨その他
無回答

10.9%
17.4%

34.8%
0.0%

2.2%
23.9%

10.9%
28.3%

4.3%
4.3%

0 5 10 15 20

①費用がかかるから
②距離があるから

③きっかけがないから
④めんどうだから

⑤忙しいから
⑥希望の展示がないから

⑦情報が入らないから
⑧興味がないから

⑨その他
無回答



▼酒田市美術館：無回答１人を除く３８人が回答    ▼本間美術館：無回答３人を除く８１人が回答 

   

▼総合文化センター：無回答 1 人を除く１２人が回答 

 

 

 

５．文化芸術に関する情報収集について                                 

問１５ 普段、どのような媒体から文化芸術に関する情報を得ていますか。（複数選択可） 

・無回答 11 人を除く４３３人が回答。 

・最も多い回答は、10 代以下・20 代が「⑦ＳＮＳ」、３０代・40 代が同率で「③酒田市広報誌」と「⑦SNS」、

５０代～７０代が「③酒田市広報誌」、８０代が同率で「③酒田市広報誌」と「⑤市や施設のホームページ」と

なっている。 

   

 

 

 

5.1%
20.5%

56.4%
5.1%
7.7%

17.9%
7.7%

20.5%
5.1%

2.6%

0 10 20 30

①費用がかかるから
②距離があるから

③きっかけがないから
④めんどうだから

⑤忙しいから
⑥希望の展示がないから

⑦情報が入らないから
⑧興味がないから

⑨その他
無回答

9.5%
3.6%

53.6%
7.1%
8.3%

25.0%
23.8%

21.4%
1.2%
3.6%

0 20 40 60

①費用がかかるから
②距離があるから

③きっかけがないから
④めんどうだから

⑤忙しいから
⑥希望の展示がないから

⑦情報が入らないから
⑧興味がないから

⑨その他
無回答

23.1%
7.7%

53.8%
30.8%
30.8%

23.1%
53.8%

46.2%
7.7%
7.7%

0 2 4 6 8

①費用がかかるから
②距離があるから

③きっかけがないから
④めんどうだから

⑤忙しいから
⑥希望の催事がないから

⑦情報が入らないから
⑧興味がないから

⑨その他
無回答

6

2

4

2

9

7

1

5

1

10

10

6

3

15

6

1

2

14

4

28

18

9

11

28

17

1

1

24

4

40

32

21

10

40

22

1

39

15

60

49

31

18

52

35

3

47

15

92

59

46

20

23

34

5

3

32

7

66

33

32

13

15

29

2

2

4

2

4

2

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①テレビや新聞

②ラジオ

➂酒田市広報誌

➃ポスターやチラシ

⑤市や施設のホームページ

⑥イベント情報紹介サイト

⑦SNS

⑧家族、友人、知人

⑨その他

⑩情報を得られていない

回答ごとの年代比率

10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

10代
以下

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 全体

① 6 5 14 24 39 47 32 2 169

② 0 1 4 4 15 15 7 0 46

③ 2 10 28 40 60 92 66 4 302

④ 4 10 18 32 49 59 33 2 207

⑤ 2 6 9 21 31 46 32 4 151

⑥ 0 3 11 10 18 20 13 2 77

⑦ 9 15 28 40 52 23 15 0 182

⑧ 7 6 17 22 35 34 29 3 153

⑨ 0 1 1 0 3 5 2 0 12

⑩ 1 2 1 1 0 3 0 0 8



1

１ 現状

・鳥海八幡中と遊佐中は、部員減少に伴い、今年度より
遊佐町のクラブ（ＹＵＺＵ）に加入し活動している。
令和8年度からは地元吹奏楽団の協力を受けられる見込
み。

・酒田一中は外部指導者による指導を試験的にやってみ
た。来年度はクラブに登録予定。

・ほかの学校については、顧問が指導。一部外部指導者
が入っているところもある。部員数が確保できているとこ
ろに関しては、他校との合同チームで活動する必要性が
ない状況。次年度以降は、合同チームでの活動が開始さ
れる予定。

２ 課題

・外部指導者の確保が難しいため、顧問が兼業届を出
して指導しなければならない現状。

・楽器の指導は出来ても指揮が出来る人となるとかなり
限定されるため、確保が難しい状況。

・今後外部展開するうえで、学校開錠等セキュリティ等
のハード的な課題、楽器の保管場所等の課題がある。

・部員数が減少し、単独校での活動が出来なくなったタ
イミングで他校との合同バンド等の可能性がでてくる。

・地域のクラブは、部活動のコピーをつくるということで
はないため、既存の部活の考え方をそのまま引き継い
でやることは困難。視点を変更するなど、価値観の変容
も想定する必要がある。
例）コンクールへの参加についてなど

令和7年度 酒田市中学校部活動の地域移行について
令和7年度第2回酒田市文化芸術推進審議会資料
2026.2.24酒田市企画部文化政策課作成

資料３



2

３ 審議会としての視点

●視点１ 生涯学習としての取り組み
・学校教育外の取組として位置づけ、広く生涯学習の領域に該当するものと捉えること。

●視点２ 各計画における子供の育成に関する方針に基づいた取り組み
・各個別計画（スポーツ・生涯学習・文化芸術）の中で、どのように子どもたちの育成に取り組んでいくかと
いう視点が必要。
・地域における子どもたちに対する指導（育成）の在り方、予算面の確保とともに、子どもを育む視点、部活
動をどう支援するかが課題。

●視点３ 体験格差解消の課題に対する対応
・令和7年度の文化芸術推進審議会から出された答申にある、時間的・経済的・身体的等の事情による格
差解消策の一環として、市では美術館を授業で活用するという「スクールプログラム」や市内小学校への
「アウトリーチ」などを実施している。
・格差を縮小するため、部活動の地域移行についても、何をどのように関わっていけばよいのか、行政の
対応についても検討する必要がある。



3

■ 地域クラブ活動について 

（１）基本理念

①地域クラブの目的 ※市の計画に基づくもの
●学校部活動の教育的意義の継承・発展 ⇒ 子供たちの心身の健全育成
●新たなスポーツ・文化芸術環境の創造 ⇒ 生涯学習社会の実現

②方向性

●「各中学校区」や「競技種目」を基本に、地域展開する。
 
     ●実情に応じて、「整理・統合」を図る。 ※部活のコピーではない。

(2) 地域クラブ活動の在り方

① 対象者

・ 学校部活動への所属に関わらず、希望するすべての生徒

・ 酒田市立中学校の生徒、及び近隣市町村在住の生徒

４ 酒田市の基本方針（案）



4

② 位置付け

・ 学校教育外の活動

・ 「酒田市スポーツ推進計画」「酒田市文化芸術推進計画」「酒田市生涯学習推進計画」の方針のもとに、

公的な性質を有する活動

・ 「酒田市地域クラブ認定制度」により、要件を満たした場合「認定地域クラブ」 となる。

※「認定地域クラブ」は、中学生の文化活動の受け皿としての役割を果たす。 指導者の受け皿としての機能も期待されている。

（３）地域移行に係る今後のスケジュール

  

   



資料１

㊢
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資料４ 

令和７年度答申に基づく令和８年度社会包摂関連事業の概要 

 

    

（１）地域の居場所芸術派遣事業（予算上４か所４０万円計上）【新規】 

・ 酒田市文化芸術推進プロジェクト会議の「芸術家・地域ふれあい事業」の一環として実施。 

・ 小学校アウトリーチ事業の外に、新たに「地域の居場所芸術派遣事業」として、地域食堂、

ひとり親世帯の会、病院等に、芸術活動をアウトリーチする取り組み。 

・ 事業の委託先を酒田市芸術文化協会とする方向で調整中。 

・ 学童保育所等においては、芸術文化協会や一般の音楽団体や美術団体が既に自主事業と

して実施している例も見られるため、自主活動を阻害しない分野、事業内容で実施する。 

・ 予算上は派遣先を４か所程度想定で 40 万円計上。 

 

 ■「芸術家・地域ふれあい事業」の学校アウトリーチの例 

 

 

 

（２）市美術館、土門拳記念館における対話型鑑賞プログラムによる鑑賞機会の提供 

❶ 「鑑賞から体験へ」新しい施設価値を提案【新規】【検討開始】 

・ スクールプログラムとして小学生・中学生に対して行っている対話型鑑賞プログラムを

大人の市民向けにも行うことで、自己理解や表現力を高める体験活動として提案。 

・ 美術館の会議室をアトリエやワークショップ向けスペースとして活用できるようにする

改修を行い、「鑑賞から体験へ」市民に対し新しい施設価値を提案していく。（ 改修完了後

の再開は令和９年８月予定） 

❷ 美術館運営に参画する人材の育成【新規】【検討開始】 

・ 市民向けに対話型鑑賞プログラムの説明員となるため研修機会を設け、美術館に関わる

市民を育成する。 

・ 対話型鑑賞プログラムへの参加者の中から、ファシリテーターとして期待できる人材を

発掘し、個人の説明員として登録してもらい、美術館が行う事業の運営に対して参画でき

る仕組みを作っていく。 

（３）子育て世代・現役世代へのアプローチ 

❶ 大人向けアウトリーチ【新規】 

・ アンケート結果で多く見られる「鑑賞や体験のきっかけがない」という声に対応するた

め、学校アウトリーチの大人版のようなシステムを念頭に、民間の事業所やＰＴＡ活動

等に対し直接アーティストを招聘する事業を実施。 

・ 会社等で働く子育て世代・現役世代に直接文化芸術を届けることで、新たな学びや体験

をもたらし、家庭生活や子育てへのフィードバックに繋げていく。 

❷ 乳幼児向けコンサート【拡充】 

・ 希望ホールの公演に参加することが難しい乳幼児とその保護者をターゲットに、７年度

「芸術家・地域ふれあい事業」の一環で新規実施 10/19 に１日２コマ実施）。 

・ ８年度は開催回数を増やして実施する。 

❖答申１ 体験格差の解消や居場所づくりを目指した事業を展開すること 

社会包摂の視点に立った人材育成・開発の方針のもと、経済的、時間的、健康的、   

その他社会的事情により生じる「体験格差」の解消や、多世代が交流できる「居場所」・

「つながり」づくりを目指し、本市における実態を把握した上で事業を展開すること。 

また、市役所と地域、学校、文化芸術等の団体・組織が目的を共有し、各組織の強み

を生かした相互の協力体制、事業の連携を図ると共に、社会のあらゆる人々が自分らし

く自立した生活を送るために必要な知識・スキル・自信を育むための文化芸術活動の  

支援や機会提供を目的とした育成事業に注力すること 

▲作曲家・ピアニストの小林真人さんのクラスコン

サート。 
▲ダンサーの菊地将晃さん、秦玉美さんによるダン

スアウトリーチ。 

▲市美術館でのスクールプログラム。指導は絵画サ

ークルの「石の会」に依頼。 
▲松山文化伝承館でのスクールプログラム。指導は

伝承館の職員。 
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資料４ 

令和７年度答申に基づく令和８年度社会包摂関連事業の概要 

（４）その他 

❶ 関係他課事業との連携【新規】【仕組づくり】 

・ 市役所内の関係課担当者会議を開催し、福祉部門や子育て部門、学校、社会教育部門の

別事業との連携を図っていく。 

 

担当課 関連外部団体等 連携分野 

共生社会課 庄内地区演劇協議会 ＬＧＢＴＱ、在留外国人 

まちづくり推進課 コミュニティ振興会等 子どもの居場所づくり 

こども未来課 地域食堂、ひとり親世帯の会 子どもの居場所づくり 

保育こども園課 学童保育所 子どもの居場所づくり 

地域福祉課 社会福祉協議会 障がい者アート展ほか 

学校教育課 小中学校・高校大学等 学校アウトリーチほか 

社会教育課 中央図書館 ミライニ） 未就学児アートスタートほか 

 

 

 

 

❶ 補助要件：補助対象者に「個人」を追加【拡充】 

・ 趣味レベルの活動に対する補助金交付とならないよう、補助対象を法人・団体等に制

限してきたが、個人に拡大。 

❷ 補助要件：対象経費に「人件費」を追加【拡充】 

・ 県や市の他制度に倣い、補助対象額の３割までの制限付きで人件費を認める運用とする。 

・ 補助金の活用増を図ることについて、プロジェクト会議での意見として、制度周知・広

報の時期と期間、媒体、ターゲット 情報の出し先）について吟味すべきといった意見

があり、この点を重点的に改善していく考えで、現在事務レベルで改善手法を検討中。 

❸ 予算額を１５０万円に拡大（前年比５０万円増）【拡充】 

・ 文化政策の基本理念に沿った民間活動の推進、公共から民間への転換・移譲を進める。 

❹ 制度周知方法等【拡充】 

・ 一次募集の受付期間：４月１日 水）～５月７日 木） 前年比５日間増）。 

・ 一次募集の結果を受け、予算の範囲内で二次募集を実施。 

・ 周知方法については、募集の都度、市広報、市ＨＰ、ＬＩＮＥ・ＳＮＳ、公共施設へ

のポスター掲示等により広報を行う。 

❺ 審査方法【継続】 

・ 申請される事業内容が条例・計画の趣旨に沿うもので、目的達成に貢献するものであ

るよう、事業採択の審査は「審査会による採択」を継続。 

❻ 審議会委員意見への対策 

・ 審議会委員の意見にあった、「渡し切りの助成金」という形のスタートアップ資金の制

度は、行政主体の制度としては作りにくい。 
・ 別団体が主体となり、企業寄付金やクラウドファンディングによる資金を元手に別の

支援制度として作れないか検討を継続する。 

 

 

    

（１）審議会開催時期の見直し【仕組づくり】 

・ 審議会開催回数については例年３回分を見込んで予算計上。 

・ 現在は２・３月に事業の途中経過説明と翌年度予算要求の説明、６月に前年度事業報告

と翌年度事業の諮問、９月に答申という流れだが、２・３月と６月の議題で行う事業報

告はほとんど実績内容が同じであるため、委員による議論の時間を確保する意味から、

今後の審議会運営については次頁の表のとおり進めていく。 

 

 

 

 

 

 

❖答申２ 文化芸術分野における市民の自主的・自発的活動に対する支援事業の

効果を高めること 

令和６年度に新設された「アートプロジェクト活動支援補助金」は、市民の自由な発想と自

発的な意思の掘り起こしを目的とし、文化芸術推進計画の重点的視点である社会包摂と育成の

視点を取り入れた、文化芸術活動が市民の手によって創造されるための画期的な事業である

が、より有効な補助金となるように、補助要件や補助内容、制度周知方法、審査方法等につい

て再点検を行うこと。 

❖答申３ 第２期酒田市文化芸術推進計画の策定に向けた検証を進めること 

第１期酒田市文化芸術推進計画が令和９年度に満了することに伴い、第２期に向けて

評価指標の見直しを行うほか、第１期の成果及び課題の整理を行うこと。  

また、地域社会と文化芸術分野をつなぐ「市民アートコーディネーター」を発掘・育

成する事業を継続することともに、その事業を主体となって推進し育成・コーディネー

トできる専門的人材を確保し、そうした人材が中心となる中間支援組織または機能の実

現を目指すこと。 
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資料４ 

令和７年度答申に基づく令和８年度社会包摂関連事業の概要 

開催時期 主な協議内容 

２月 
●答申に基づく翌年度事業案 

・ 実質的に答申後１回目の開催をスタートとして捉え、新年度事業案が答申

に沿った内容であるか確認・意見をいただく。 

・ １月実施のアンケート調査の結果及び分析報告。 

６月 
●諮問、前年度事業実績評価、翌年度に向けた答申案（アウトライン） 

・ 他課開催事業も含め、事業カードによる詳細報告。 

・ それを踏まえた翌年度事業について諮問し、答申案をまとめる。 

・ 答申案の詳細修正は会長・副会長一任。 

・ プロジェクト会議委員、その他関係者も交えた研修会開催。 

９･10 月 
●答申、当年度中間報告、１期計画の課題抽出 

・ これまで会長・副会長による答申のみであったが、審議会開催と合わせて

答申を手交。 

・ 当年度事業の中間報告を行う。 

・ ２期計画に向け、１期計画の課題抽出等報告し、意見を行う。 

 

（２）評価指標の見直し【検討開始】 

・ 文化芸術推進計画に定めている評価指標 計画（第４章第４節（P32・別紙資料●参照）

の見直しを行い、２期計画を待たず令和８年度実態調査 アンケート）から、新しい評

価指標と調査手法による調査を行う。 

・ 評価指標案と調査実施案は、６月審議会において審議会に提案し意見を伺う。 

（３）市民アートコーディネーター発掘・育成 

❶ 東京藝大連携事業【継続】 

・ 東京藝大連携事業を通じた人材発掘を継続。 

・ 主に市街地での活動で、事業参加者の中から継続的に関わる人材を育て、いずれ自主的

に事業を運営できるよう支援する形。 

❷ 既存の地域活動からの人材発掘（❶を補完、行政的アプローチ）【新規】

【仕組みづくり】 

・ 市内外で、文化芸術活動を通じて地域の課題解決につなげる活動を既に行っている方々

を集め、意見交換する場を設け、人材をつなぎ、コネクションを広げる。 

・ 市の地域コーディネーター、コミュニティセンターや子育て支援センター等、既存の団

体等で活動する人材に働きかけ、地域に芸術活動をつなぐ研修機会を設ける。 

（４）中間支援組織・活動場所等の検討【新規】【仕組みづくり】 

 ❶ 中間支援組織・機能 

・ 市民による自発的かつ自立的な設立機運が無い中で、他市の成功事例や手法から行政主

導で当てはめても、実現しない、或いは経済的に自立、事業継続できない結果になる可

能性が高い。 

・ また、個人または組織として経済的な裏付け、確実な資金調達力が無い中では、法人設

立等は難しいと考える。 

 本市の過去の事例を教訓：外部人材のアートコーディネーター配置、内郷アートプレ

イセンター構想の頓挫等） 

 

◎ 民間の既存団体・人材の活用・協働を柱に検討を進める 

◎ 地域性にあった組織・場所づくり 
  

  ❷ 活動場所等▶ 既存の文化施設・民間施設を活用【検討開始】 

・ 市民アートコーディネーターや市民、芸術家が自由に集い、様々な情報を共有し更新で

きる場所、自由な創作・表現活動の場所や居場所となり得る、いわゆる「文化的コモン

ズ」 共有地・入会地のような場所）のような場所をどう求めるか。 

 

（文化施設） 

・ 本市の美術館、土門拳記念館について、障がい者、高齢者、経済的に困難な状況にある

人々など、これまで文化施設へのアクセスが制限されていた層にも開かれた場所となる

ことを目指す。 

・ 対話性、柔軟性、双方向性、参加型の要素を高めた施設への転換を図り、市民が施設の

展示内容検討やイベント運営に参加できる機会を提供することで、施設の社会的な役割

を拡張 役割を兼ねる）し、来館者の多様性を高めていく。 

 

（民間施設） 

・ 民間では経済活動の延長で位置づけられるシェアオフィスと共有空間を含む交流拠点、

文化的イベントを行う画廊等において、「文化的コモンズ」のような理念を加えること

ができるか、サウンディング調査 対話型市場調査）等の手法により実現可能性を探

る。 

・ 空き家・空き店舗活用について関係課との情報共有を進めていく。 

・ 現在、本市隣接自治体で活動している団体の事例も参考に、連携しながら新しい居場所

づくりの形を探っていく。 事例：遊佐町・おでこベース） 
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資料４ 

令和７年度答申に基づく令和８年度社会包摂関連事業の概要 

■課題分野別の事業配分表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶障がい者等が地域活

動に参加しやすい環

境づくり 

 

 

❖【鑑賞機会保障】【施設活用】 

・ 小学校アウトリーチ（特別支援学校含む） 

・ 地域コンサート【拡充】（２回→３回） 

・ ニッセイ名作シリーズ鑑賞【新規】 

・ スクールプログラム（対話型鑑賞） 

・ 小学生観劇教室（劇団四季）／学校教育課 

 

❖【育成】【施設活用】 

・ 幼保インリーチ 

・ フレンドリーコンサート（乳幼児親子）【拡充】 

・ （ ） 
R7 年度はトランスジェンダーをテーマ 

・ 楽器体験事業（幼児親子） 

・ 未就学児アートスタート／  

・ マリーンジュニア合唱団／社会教育課 

 

❖【子育て支援】 

・ 幼児すてっぷ出前講座／社会教育課 

・ 親子ですくすく出前講座／社会教育課 

・ ブックスタート（絵本提供）／  

・ ベビーハグ（赤ちゃん読み聞かせ）／  

 

※上記の灰色文字の事業は他課の施策 

子ども・児童・生徒  

 

❖【鑑賞機会保障】【体験活動】 

・ 地域の居場所芸術派遣事業【新規】（再掲） 

ひとり親世帯  

 

❖【鑑賞機会保障】【育成】【福祉分野連携】 

・ 障がい者アート展（いいいろいろいろ展） 

・ 小学校アウトリーチ（特別支援学校含む） 

 

❖【鑑賞機会保障】【医療分野連携】 

・ 地域の居場所芸術派遣事業【新規】 

 

※R7 年度は希望ホールで「若竹ミュージカル」を開催 

障がい者・傷病者 

 

 

❖【鑑賞機会保障】【体験活動】 

・ 地域の居場所芸術派遣事業【新規】（再掲） 

 

❖【育成】【施設活用】 

・ （ ）（再

掲）※R7 年度はトランスジェンダーをテーマ 

在留外国人・共生社会 

 

 

❖【鑑賞機会保障】 

・ 希望ホールでの共催公演誘致 

・ 地域コンサート（再掲） 

・ 大人向けアウトリーチ【新規】 

 

❖【育成】【地域の魅力と活力の創出】 

・ レセプショニスト養成講座 

・ 東京藝大連携事業（

） 

・ アートプロジェクト活動支援補助金【拡充】 

・ 美術館対話型鑑賞プログラム【新規】 

一般市民・現役世代 地域コミュニティー 

❖地域コミュニティー（生活圏のほか、商店街等）の住民、現役世代が事業に参加

することで、文化的アプローチを学び、学びなおし（生涯学習）に繋げ、地域活動

に還元する循環を作り出す 

 

「市民一人ひとりに「居場所」と「出番」がある社会を実現 

 

 

 

 

 

経験の蓄積が可能な環境を造成 

❶集う 

❷  ❸実践 
 

 

 

▲市民アートコーディネーター育成事業の理念 

▶地域で子どもを

育てる意識の醸成 

▶地域で支え合う意識

の醸成、相互理解 

▶障がい者等の社会

参加促進、ＱＯＬ向

上 

▶将来の地域活動

の担い手へ 

▶地域活動への

参加、相互理解 
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